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 要  旨 
 
無線端末のパケット送信の消費電力を削減する最も有効な方法は出力電力を下
げることである．しかし，送信電力を下げると，隠れ端末問題が生じる．802.11 で
は，RTS/CTSパケットの送受信により隠れ端末問題を解決するが，通信時間が短
いパケットを送信する際，RTS/CTSパケットを送受信するために消費するエネル
ギ－の割合が大きく，RTS/CTSパケットの送受信時間も無視できない． 
本研究では，無線端末の送信電力の低減とスループットの向上のための新しい手
法を提案する．AP側はチャンネル利用状況を予測し，端末側にブロードキャスト
する．端末側はこのチャンネル利用状況とパケットの送信時間より最適な送信方
法を選択する． 
提案手法1 (TC_UDP: Transmission Control based on Usage-Distribution Prediction) 
では，AP側は予測したチャンネル利用状況の統計結果を端末側にブロードキャス
トする．端末側はこの予測された利用状況とパケット送信時間から送信パケット
の衝突確率を計算する．衝突確率が低い時，必要となるパケット再送も少ないと
予想されるので，RTS/CTSパケットを用いずにデータパケットを送信する．通信
時間が短いパケットを送信する時，RTS/CTS パケットを用いずにデータパケット
が送信できるので，消費エネルギーの削減とスループットの向上に効果をもたら
す． 
提案手法2 (TC_TSP: Transmission Control based on Traffic-Stream Prediction) で
は，AP側は次の単位期間のチャンネルストリームを予測し，予測結果を端末側に
ブロードキャストする．端末側はこれを利用して，パケット衝突が起こり難いと
予測された時点でパケットを送信する．それ以外の時点でパケットを送信したい
場合，RTS/CTS パケットを用いる．AP 側の予測精度が高ければ，パケット衝突
確率も低いので，消費電力の削減が期待される． 
シミュレーション計算より，提案手法はパケット送信による消費電力の低減と
スループットの向上をもたらすことを示した．TC_UDP法は，パケットの送信時間
が短い時，または，チャンネル利用率が低い時，有効である．TC_TSP法は予測の
精度によるが，チャンネル利用率が高く，パケットの送信時間が長い場合でも有
効である． 
 
 
